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第
三
十
九
条
第
四
号
中
「
第
二
百
五
条
第
一
項
第
二
十
二
号
」
を
「
第
二
百
五
条
第
一
項
第
二
十
四
号
」に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
九
の
二
第
一
項
中
「
上
欄
に
掲
げ
る
製
造
た
ば
こ
」
の
下
に「（
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
葉
巻
た

ば
こ
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
三
十
九
条
の
十
中
「
漁
業
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
指
定
漁
業
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
三
十
八
年
政
令
第
六
号
）

第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
母
船
式
捕
鯨
業
に
従
事
す
る
船
舶
」
を
「
漁
業
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
船

舶
で
あ
つ
て
母
船
式
漁
業
（
製
造
設
備
、
冷
蔵
設
備
そ
の
他
の
処
理
設
備
を
有
す
る
母
船
及
び
こ
れ
と
一
体
と
な
つ
て

漁
業
に
従
事
す
る
船
舶
に
よ
り
行
う
漁
業
を
い
う
。）に
従
事
す
る
も
の
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
中
「
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
一
号
イ
又
は
ロ
」
を
「
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第

十
一
号
ロ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
四
十
六
条
の
二
の
二
の
見
出
し
を「（
ひ
と
り
親
の
範
囲
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
妻
」
を「
配
偶
者
」に
、「
前

条
第
一
項
各
号
」
を
「
前
条
各
号
」
に
、「
夫
」
を
「
配
偶
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
二
号
イ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
子
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の

前
年
（
第
四
十
六
条
の
三
か
ら
第
四
十
八
条
の
六
の
二
ま
で
に
お
い
て
「
前
年
」
と
い
う
。）の
法
第
三
百
十
三
条
第

一
項
の
総
所
得
金
額
、
退
職
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
が
四
十
八
万
円
以
下
の
子
（
他
の
者
の
同
一

生
計
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
と
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。）と
す
る
。

第
四
十
六
条
の
二
の
三
を
削
り
、
第
四
十
六
条
の
二
の
四
を
第
四
十
六
条
の
二
の
三
と
す
る
。

第
四
十
八
条
の
七
第
一
項
の
表
第
七
条
の
十
五
第
一
号
の
項
中
「
第
三
十
四
条
第
八
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
三
十
四

条
第
七
項
第
一
号
イ
」
に
、「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
八
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
七
項
第
一
号
イ
」

に
改
め
、
同
表
第
七
条
の
十
五
第
二
号
の
項
中
「
第
三
十
四
条
第
八
項
第
一
号
ハ
」
を
「
第
三
十
四
条
第
七
項
第
一
号

ハ
」
に
、「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
八
項
第
一
号
ハ
」
を
「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
七
項
第
一
号
ハ
」
に
改
め
、
同
表
第

七
条
の
十
五
の
二
各
号
の
項
中
「
第
三
十
四
条
第
八
項
第
二
号
ニ
」
を
「
第
三
十
四
条
第
七
項
第
二
号
ニ
」
に
、「
第
三

百
十
四
条
の
二
第
八
項
第
二
号
ニ
」
を
「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
七
項
第
二
号
ニ
」
に
改
め
、
同
表
第
七
条
の
十
五
の

三
第
一
項
の
項
中
「
同
条
第
八
項
第
一
号
」
を
「
同
条
第
七
項
第
一
号
」
に
、「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
八
項
第
一
号
」

を
「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
七
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
表
第
七
条
の
十
五
の
三
第
二
項
の
項
中
「
同
条
第
八
項
第
三

号
」
を
「
同
条
第
七
項
第
三
号
」
に
、「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
八
項
第
三
号
」
を
「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
七
項
第
三

号
」
に
改
め
、
同
表
第
七
条
の
十
五
の
三
第
三
項
の
項
中
「
同
条
第
八
項
第
四
号
」
を「
同
条
第
七
項
第
四
号
」に
、「
第

三
百
十
四
条
の
二
第
八
項
第
四
号
」
を
「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
七
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
表
第
七
条
の
十
五
の
四

第
二
号
の
項
中
「
第
三
十
四
条
第
八
項
第
三
号
」
を
「
第
三
十
四
条
第
七
項
第
三
号
」
に
、「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
八

項
第
三
号
」
を
「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
七
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
表
第
七
条
の
十
五
の
五
第
一
号
の
項
中
「
第
三

十
四
条
第
八
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
三
十
四
条
第
七
項
第
一
号
イ
」
に
、「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
八
項
第
一
号
イ
」
を

「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
七
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
表
第
七
条
の
十
五
の
五
第
二
号
の
項
中
「
第
三
十
四
条
第
八

項
第
一
号
ハ
」
を
「
第
三
十
四
条
第
七
項
第
一
号
ハ
」
に
、「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
八
項
第
一
号
ハ
」
を
「
第
三
百
十

四
条
の
二
第
七
項
第
一
号
ハ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
八
項
第
三
号
ロ
」
を
「
第
三
百
十

四
条
の
二
第
七
項
第
三
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
の
表
第
七
条
の
十
五
の
九
第
四
項
の
項
中
「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
八

項
第
一
号
ハ
」
を
「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
七
項
第
一
号
ハ
」
に
改
め
、
同
表
第
七
条
の
十
五
の
十
二
第
一
号
の
項
中

「
第
三
十
四
条
第
八
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
三
十
四
条
第
七
項
第
一
号
イ
」
に
、「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
八
項
第
一
号

イ
」
を
「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
七
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
表
第
七
条
の
十
五
の
十
二
第
二
号
の
項
中
「
第
三
十

四
条
第
八
項
第
一
号
ロ
」
を
「
第
三
十
四
条
第
七
項
第
一
号
ロ
」
に
、「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
八
項
第
一
号
ロ
」を「
第

三
百
十
四
条
の
二
第
七
項
第
一
号
ロ
」
に
改
め
、
同
表
第
七
条
の
十
五
の
十
二
第
三
号
の
項
中
「
第
三
十
四
条
第
八
項

第
一
号
ハ
」
を
「
第
三
十
四
条
第
七
項
第
一
号
ハ
」
に
、「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
八
項
第
一
号
ハ
」
を
「
第
三
百
十
四

条
の
二
第
七
項
第
一
号
ハ
」
に
改
め
、
同
表
第
七
条
の
十
五
の
十
三
の
項
中「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
八
項
第
四
号
イ
」

を
「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
七
項
第
四
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
八
項
第
一
号
に
」

を
「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
七
項
第
一
号
に
」
に
、「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
八
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
三
百
十
四
条
の

二
第
七
項
第
一
号
イ
」
に
、「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
八
項
第
二
号
ニ
」
を
「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
七
項
第
二
号
ニ
」

に
、「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
八
項
第
六
号
ロ
」
を
「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
七
項
第
六
号
ロ
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項

中
「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
十
一
項
」
を
「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
十
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
の
七
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
三
百
十
四
条
の
六
第
一
号
イ
の
表
の
政
令
で
定
め
る
ひ
と
り
親
）

第
四
十
八
条
の
七
の
二

法
第
三
百
十
四
条
の
六
第
一
号
イ
の
表
の

に
規
定
す
る
ひ
と
り
親
で
政
令
で
定
め
る
も
の

は
、
ひ
と
り
親
の
う
ち
父
で
あ
る
者
と
す
る
。

２

法
第
三
百
十
四
条
の
六
第
一
号
イ
の
表
の

に
規
定
す
る
ひ
と
り
親
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
ひ
と
り
親
の
う

ち
母
で
あ
る
者
と
す
る
。

第
四
十
八
条
の
十
二
の
二
第
二
項
中
「
第
六
十
六
条
の
七
第
四
項
」
を
「
第
六
十
六
条
の
七
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
の
三
及
び
第
四
十
九
条
の
四
を
削
り
、
第
四
十
九
条
の
二
の
二
を
第
四
十
九
条
の
四
と
す
る
。

第
四
十
九
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
三
百
四
十
三
条
第
七
項
」
を
「
第
三
百
四
十
三
条
第
八
項
」に
改
め
、

同
条
を
第
四
十
九
条
の
三
と
す
る
。

第
四
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
三
百
四
十
三
条
第
五
項
の
所
有
者
の
探
索
の
方
法
）

第
四
十
九
条
の
二

法
第
三
百
四
十
三
条
第
五
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
方
法
は
、
固
定
資
産
の
所
有
者
の
住
所

及
び
氏
名
又
は
名
称
そ
の
他
の
当
該
固
定
資
産
の
所
有
者
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
（
第
二
号

か
ら
第
四
号
ま
で
に
お
い
て
「
所
有
者
情
報
」と
い
う
。）を
取
得
す
る
た
め
次
に
掲
げ
る
措
置
を
と
る
方
法
と
す
る
。

一

当
該
固
定
資
産
（
償
却
資
産
を
除
く
。）の
登
記
事
項
証
明
書
の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と
。

二

当
該
固
定
資
産
の
使
用
者
と
思
料
さ
れ
る
者
そ
の
他
の
当
該
固
定
資
産
に
係
る
所
有
者
情
報
を
保
有
す
る
と
思

料
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
対
し
、
当
該
所
有
者
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
。

三

第
一
号
の
登
記
事
項
証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
所
有
権
の
登
記
名
義
人
又
は
表
題
部
所
有
者
そ
の
他
の
前
二

号
の
措
置
に
よ
り
判
明
し
た
当
該
固
定
資
産
の
所
有
者
と
思
料
さ
れ
る
者（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て「
登

記
名
義
人
等
」
と
い
う
。）が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
思
料
さ
れ
る
住
民
基
本
台
帳
、
登
録
原
票
（
出
入
国
管
理
及
び

難
民
認
定
法
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特

例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
附
則
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
法

務
大
臣
に
送
付
さ
れ
た
同
法
附
則
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
原
票
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）、

法
人
の
登
記
簿
そ
の
他
の
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
を
備
え
る
市
町
村
の
長
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
の
長
で
あ
る

出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
又
は
登
記
所
の
登
記
官
に
対
し
、
当
該
登
記
名
義
人
等
に
係
る
所
有
者
情
報
の
提
供
を

求
め
る
こ
と
。

四

登
記
名
義
人
等
が
死
亡
し
、
又
は
解
散
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
当
該
登
記
名
義
人
等
又
は
そ

の
相
続
人
、
合
併
後
存
続
し
、
若
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
そ
の
他
の
当
該
固
定
資
産
の
所
有
者
と

思
料
さ
れ
る
者
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
思
料
さ
れ
る
戸
籍
簿
若
し
く
は
除
籍
簿
又
は
戸
籍
の
附
票
、
登
録
原
票
、

法
人
の
登
記
簿
そ
の
他
の
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
を
備
え
る
市
町
村
の
長
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
の
長
で
あ
る

出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
又
は
登
記
所
の
登
記
官
に
対
し
、
当
該
固
定
資
産
に
係
る
所
有
者
情
報
の
提
供
を
求
め

る
こ
と
。

五

前
号
の
措
置
に
よ
り
判
明
し
た
当
該
固
定
資
産
の
所
有
者
と
思
料
さ
れ
る
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

個
人
又
は
官
公
署
に
対
し
て
、
当
該
固
定
資
産
の
所
有
者
を
特
定
す
る
た
め
の
書
面
の
送
付
そ
の
他
の
総
務
省
令

で
定
め
る
措
置
を
と
る
こ
と
。

第
五
十
一
条
の
十
七
を
削
る
。

第
五
十
二
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
一
項
」
に

改
め
る
。

第
五
十
二
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
三
項
」
を「
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
二
項
」

に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
の
二
の
二
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
四
項
」
を
「
第
三
百
四
十
九
条

の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
国
の
補
助
金
又
は
交
付
金
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
五
百
万
円

以
上
の
国
の
補
助
金
又
は
交
付
金
と
す
る
。
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